
令和４年度 自己評価について 
 

保育者の自己評価から 

保育者には、以下のような項目の自己評価を課した 

四段階評定・A：十分に達成されている B：ほぼ達成されている  

C：取り組んでいるが、不十分 D：取り組みが不十分 

① 保育理念の「見守る」ことを理解し、実践している 

A:11.4% B:68.6% C:20% D:0% 

② 子どもの個人差を受け入れ、一人ひとりの違いに配慮している 

A:17.1% B:65.7% C:17.1% D:0% 

③ 子どもの興味関心に応じて、臨機応変に保育を実践している 

A:5.7% B:45.7% C:45.7% D:2.9% 

④ 子どもが選択できる機会を与えている 

A:14.3% B:62.9% C:17.1% D:5.7% 

⑤ 子ども同士のかかわりを促す援助をしている 

A:17.1% B:65.7% C:14.3% D:2.9% 

⑥ 子どもと適度な距離が保てるよう、心がけている 

A:16.2% B:48.6% C:32.4% D:2.7% 

⑦ 場面に応じた声の大きさを心がけている 

A:20% B:57.1% C:17.1% D:5.7% 

⑧ 行事はねらいを明確にして、子どもにとって負担がないように配慮している 

A:11.4% B:48.6% C:37.1% D:2.9% 

⑨ 生活しやすい環境設定をしている 

A:5.4% B:54.1% C:37.8% D:2.7% 

⑩ 子どもの興味関心に応じて、遊びのコーナー等の環境設定をしている 

A:5.7% B:45.7% C:40% D:8.6% 

○11 整理整頓を心がけている 

    A:25.7% B:48.6% C:25.7% D:0% 

○12 園内での情報共有ができている 

  A:11.4% B:65.7% C：22.9% D:0% 

○13  保護者との信頼関係を築けるよう努めている 

    A:14.3% B:65.7% C:20% D:0% 



○14  保護者の思い・要望・苦情に対して、真摯に対応している 

    A:14.3% B:74.3% C:11.4% D:0% 

○15  研修に参加する機会が保証されている 

    A:45.7% B:42.9% C:8.6% D:2.9% 

○16  子どもの健康状態を把握し、対応できている 

    A:40% B:48.6% C:11.4% D:0% 

○17 食物アレルギーに十分配慮している 

    A:57.1% B:28.6% C:8.6% D:5.7% 

○18  感染症対策を十分にしている 

    A:37.1% B:48.6% C:14.3% D:0% 

○19  怪我等があった時に、速で適切な対応を行っている 

    A:31.4% B60% C:8.6% D:0% 

 

保護者アンケートから  

・回収率約５割 

・質問事項： 

① 保育方針について ②行事について ③子育てに関する相談に関すること  

 ④子どもの成長（記述式） 

・結果 

 ☆ほぼ、保育理念に賛同して頂いている  

 ☆主な好意的な意見 

 ○同年代の園に通っていない子どもと比べて、できることが増えていると感じる。 

 ○何かわからないことがあると、自分から聞くことができるようになった。 

 ○文字や数字に興味を持ち、読めることに喜びを感じている。 

 ○お友だちの意見に惑わされず、自分自身で選択できるようになった。 

 ○縦割り保育を通して、普段しない遊びやお手伝いなどを積極的にやってくれるようになっ

た。お兄ちゃんお姉ちゃんに教わったことを、年下の子に教えている姿を見て嬉しく思った。 

 ○いつものびのびと遊べる環境を整えてくれている。 

  

★要望等 

 ○親が行事に参加したり、園の様子を知る機会がもっとあるとありがたい。 

★批判的な意見 

 ○意見や苦情は言いづらい雰囲気がある。 



 ○保護者の側から聞かないと、子どもの園での様子を話してくれない（聞くと丁寧に答えてく 

れる）。 

 ○コドモン（保護者連絡アプリ）で質問等しても、すぐに対応してくれないことがある。 

  

考 察（課題と改善策） 

保育者の自己評価から 

「臨機応変な保育」「環境設定」「子どもにとって負担のない行事」に課題を感じる。 

研修や共通理解を重ねていきたい。また、行事に関しては子どもにとって負担であるということ

は、保育者にとっても負担であるということ。働き方を踏まえて、保育者にとってどうなのかを

考えていきたい。 

保護者アンケートから 

概ね園に対しては好意的な意見が多い。コロナ感染症の影響があると思うが、保護者とのコミュ

ニケーションの取り方には工夫と意識が必要である。コドモンの使用法についても、誠意ある対

応をしていきたい。 


